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研究成果の概要（和文）：宝物が実質的に専ら美術で占められるようになる中近世における過程で、宮廷は極め
て重要な役割を果たした。本研究では、宮廷における宝物コレクションが、美術史の歴史的展開に与えた影響の
大きさを、日本、東洋、西洋それぞれの地域において、具体的事例に即して考察した。また、それらの研究成果
を国内外で積極的に発信するとともに、収集した膨大な情報を活用して、国際的な比較美術史的研究発展のため
の基盤構築に資する数多の新知見を獲得した。

研究成果の概要（英文）：In the course of the process, in which art objects gradually dominate in the
 treasure collections during Middle Ages and Early Modern period, court played the most important 
role. In this research we dealt with, how the court collections had performed great influence on the
 historical development of art either in Japanese, East Asian and European regions. On the bases of 
gathered information of court collections of different regions, we found out many key-points, which 
will contribute to build a common platform for comparative art historical research on court arts.

研究分野：美術史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 研究代表者は、15，16 世紀ドイツ美術を
研究する過程で、聖遺物崇敬と美術の歴史的
展開との関連性に興味を抱き、聖遺物と美術
の相関性についての研究を行なってきた。そ
うした中で比較美術史的観点からの聖像研
究にも興味を抱きさらに「像の生動化」につ
いての研究や、美術と宝物の相関性について
の比較美術史的研究を行なった。その結果、
教会宝物とともに、宮廷宝物の重要性が浮か
び上がり、本研究を計画するに至ったもので
ある。 
 
２．研究の目的 
 宮廷と美術との関わりの諸相を、西洋美術
史、日本美術史、東洋美術史の立場から、そ
れぞれの研究蓄積を効果的に活用しながら、
様々なファクターに着目した多角的アプロ
ーチによって浮かび上がらせる。さらに、そ
れらの成果を基に、相互の研究を刺激し合う
とともに比較対照を試みることによって宮
廷と美術との関わりについての地域的特性
と普遍的性質を明確にし、宮廷と美術に関す
る国際的な比較美術史的研究の共通的基盤
の形成に寄与する。 
 
３．研究の方法 
 研究組織を日本美術班（髙岸、佐藤統括）、
東洋美術班（板倉統括）、西洋美術班（秋山
統括）および比較美術史班（秋山統括）に分
け、それぞれに連携研究者、研究協力者から
の助力を仰ぎながら、国内外での関連資料・
作品調査を行なって研究を深化させるとと
もに、国内外での研究集会に参加したり、企
画運営を行ない、研究成果発表と国内外の研
究者との議論、情報・意見交換を通して、研
究を発展させた。各地域研究の成果を比較美
術史班において通覧し、有効な比較方法を検
討した。 
 
４．研究成果 
 まず日本美術班は、髙岸を中心に、天皇と
美術との関わりについての研究を連携研究
者の協力を得て展開した。２０１４年度にそ
の内の六名が集合し、研究内容の打ち合わせ
を行い、２０１５年度からそれぞれ調査研究
を推進した。２０１７年初頭から『天皇の美
術』（全 6 巻、吉川弘文館）として刊行され
つつあり、現時点で 3 冊が出版されている。
第二巻（『治天のまなざし、王朝美の再構築』
は 14 世紀の美術史を天皇の関与を軸に考察
したものとして独自の成果をもたらした。第
五巻（『朝廷権威の復興と京都画壇』）では、
近世の朝廷が美術の振興に果たした役割を
見直し、画壇システムの実態を新たに明らか
にした。第三巻（『乱世の王権と美術戦略』）
では、北宋徽宗皇帝をまねて花鳥画を制作し、
絵巻鑑賞に執心した後醍醐と花園という南
北朝の天皇に着目し、14 世紀美術史の形成に
おいてこの二人が焦点を形成したことを浮

かび上がらせた。また、佐藤はまず《信貴山
縁起》におけるフレームの扱いに着目し、そ
の効果に意識的であるこの絵巻の発想が北
宋の宮廷絵画に由来する可能性を指摘した。
また平安時代の宮廷が生んだ代表的物語で
ある『伊勢物語』と『源氏物語』が、後世の
文化にとって大きな遺産となったことに注
目し、近世においてかつての宮廷文化が次第
に宮廷外に浸潤し新たな生命を獲得して生
きながらえていく諸相を、岩佐又兵衛作品や
《彦根屏風》等の具体的事例に即して明らか
にした。加えて、18 世紀の京都画壇に明末蘇
州派の絵画体験が大きな影響を及ぼしてい
たことを明らかにした。これらの研究成果は、
国内のみならず、国際的な関心を惹起し、ア
メリカ合衆国、ドイツ、ブラジル、台湾など
国外でも口頭発表された。 
 東洋美術班は、まず中国における歴代宮廷
コレクションについて精査した上で、故宮博
物院のスタッフとの意見交換を行ない、その
日本への影響の大きさについて、文献・画像
資料を駆使して明らかにした。その上で、日
本における蓮華王院宝蔵コレクションや東
山御物等のコレクションが、どのように中国
の影響を受けていたかを浮かび上がらせる
とともに、双方間の相違をも具体的に指摘し
た。また、高麗・朝鮮王朝の宮廷コレクショ
ンについての調査を実施するとともに、韓国
から鄭于澤、洪善杓両氏を招聘しての国際研
究集会を開催し、意見交換につとめた。そう
した過程で《「文清」印山水図》が発見され
た点は特筆に値する。この作品が確認された
ことにより、朝鮮王朝の内府において、北宋
の郭煕画の真作が収蔵され、本作が直接実見
して制作された可能性が高いことが推測で
きるようになり、朝鮮王朝コレクションの復
元的考察が進展することとなった。この研究
成果は国際的に関心を呼び、アメリカ合衆国、
韓国、台湾等においても口頭発表され、反響
を呼んだ。 
 西洋美術班は、連携研究者および研究協力
者からの助力を得つつ、まず欧州各地におい
て文献・画像資料の実見調査を行なうことに
より、宮廷美術に関する基礎的資料の収集に
努めた。とりわけ中世の教会宝物と初期近世
の宮廷宝物との間の類似と相違について、具
体的作例に即して探求し、往々にして宗教的
宝物が次第に世俗化し宮廷コレクションに
収蔵されるようになる様相を、例えば典礼用
金属製ストローの事例に即して、明らかにし
た。また、14，15 世紀ボヘミア王家における
宮廷宝物と教会宝物との複雑な関係性につ
いて、近年の新たな研究動向を踏まえつつ、
考察を展開し、神聖ローマ皇帝カール 4世に
よるプラハの神聖都市化計画において聖遺
物と聖画像・聖像が果たした重要な役割を浮
かび上がらせることに成功した。また、教会
宝物が初期近世において世俗化し、宮廷宝物
に加えられる諸相を具体的事例に即して浮
かび上がらせ、今日の博物館・美術館の原型



ともされるクンストカンマー／ヴンダーカ
ンマーの成立に、王家宝物だけではなく、教
会宝物のあり方が大きな影響を及ぼしてい
たことを明らかにし、ネーデルラント、フラ
ンス、ドイツ、ボヘミアにおける王家コレク
ションの形成を考える上で、美術概念だけで
はなく宝物概念を意識することの必要性を
見出した。これらの成果は『西洋美術の歴史
5』に発表されている。また女性君主の宮廷
と美術についての研究の第一人者ダグマー
ル・アイヒベルガー氏を招聘し、主として宮
廷における結婚式と美術との関係について
議論する機会を得、新知見を得ることができ
た。 
 比較美術史班は、地域別各班の成果を基に、
研究協力者の助力を得て、将来的に国際的な
比較美術史研究を活性化するために必要な
基盤形成に資する新知見を収集しようとし
た。中でも、とりわけ有効性が確認されたの
が、従来の西洋美術史研究から抽出された
「聖遺物性」と「イコン性」という対立概念
の活用である。具体的には、王家の正当性を
証明する権標であると同時に美術作品でも
あるレガリアの比較研究が有益な成果をも
たらした。神聖ローマ帝国のレガリアである
帝国宝物と、日本のレガリアとしての三種の
神器を、上記二概念を用いて、比較したとこ
ろ、両者の性格の類似性と相違が極めて明瞭
に浮かび上がった。前者が近代に至るまでは
基本的に「聖遺物的性格」を一貫して保持し
つづけたのに対し、後者は当初同様の性格を
有しながら、時代が下るにつれて「イコン的
性格」を獲得してゆくことが確認された。加
えて、可視性／不可視性という点での相違も、
両者を対照的に捉える上で有効であること
がわかった。こうした研究成果は国際的な関
心を集め、アラブ首長国連邦、ドイツ、イタ
リアなどにおいて招待講演により口頭発表
されるとともに、ベルギーの出版社から刊行
される論集にも英文で収載された。 
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